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平
成
二
十
八
年
祭
典
行
事
予
定

〈
八
月
〜
十
二
月
〉

八
月
一
日（
月
）〜
五
日（
金
） 

林
間
学
園

九
月
九
日（
金
） 

献
燈
祭

九
月
二
十
二
日（
祝
・
木
） 

秋
季
皇
霊
祭
遥
拝

十
月
三
日（
月
） 

秋
季
大
祭

十
月
十
七
日（
月
） 

神
嘗
奉
祝
祭

十
月
中
旬 

抜
穂
祭

十
月
一
日（
土
）〜

十
二
月
第
一
日
曜
日 

七
五
三
特
別
祈
祷

十
月
二
十
日（
木
）〜

十
一
月
二
十
三
日（
祝
・
水
） 

菊
花
展

十
一
月
三
日（
祝
・
木
） 

明
治
祭

十
一
月
二
十
三
日（
祝
・
水
） 

新
嘗
祭

 

橿
原
市
農
業
祭

十
二
月
二
十
三
日（
祝
・
金
） 

天
長
祭

十
二
月
二
十
八
日（
水
） 

煤
払
神
事

十
二
月
三
十
一
日（
土
） 

大
晦
大
祓

 

神
符
清
祓

 

除
夜
祭

毎
月
一
日
・
十
一
日
・
二
十
一
日
は
月
次
祭

を
斎
行
。

※

ご
参
列
ご
希
望
の
方
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

〒634-8550 奈良県橿原市久米町934
 TEL/0744‐22‐3271　FAX/0744‐24‐7720

発行日／平成28年8月
編集・発行／橿原神宮庁　
印刷／岡村印刷工業株式会社
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神
武
天
皇
二
千
六
百
年
大
祭
に
あ
た
り
て

先
ず
以
て
本
年
四
月
の
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
平
素
よ
り
当
神
宮
に
対
し
ま
し
て
、
御
懇
篤
な
る
お
心
を
お
寄
せ
戴
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
衷
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
本
年
は
皆
様
御
承
知
の
通
り
、
御
祭
神
神
武
天
皇
が
橿
原
宮
で
崩
御
さ
れ
て
よ
り
二
千
六
百
年
の
御
式
年
に
相
当
す
る

こ
と
か
ら
、
数
年
前
よ
り
こ
れ
の
記
念
事
業
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
御
本
殿
の
檜
皮
屋
根
葺
替
を
始
め
、
御
本
殿
内
の
御
神
宝
・

御
内
陣
調
度
品
の
修
理
新
調
・
勅
使
館
改
修
・
各
鳥
居
修
理
・
境
内
各
社
殿
工
作
物
洗
浄
等
、
数
々
の
事
業
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
御
本
殿
は
、
創
建
に
あ
た
り
明
治
天
皇
よ
り
下
賜
さ
れ
た
元
京
都
御
所
の
内
侍
所
で
あ
り
、
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
様
な
こ
と
か
ら
こ
れ
の
修
理
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
ず
平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
九
日
、

御
神
霊
に
仮
の
御
殿
に
お
遷
り
戴
く
仮
殿
遷
座
祭
を
御
奉
仕
申
し
上
げ
、
そ
の
後
文
化
庁
・
奈
良
県
の
御
指
導
の
も
と
昭
和

五
十
一
年
以
来
約
四
十
年
振
り
と
な
る
檜
皮
屋
根
葺
替
工
事
と
全
て
の
金
具
の
修
理
や
蔀
戸
の
漆
塗
り
を
終
え
、
本
年
一
月
に

工
事
が
無
事
完
了
し
三
月
八
日
勅
使
御
参
向
の
も
と
浄
闇
の
中
、
仮
殿
か
ら
御
本
殿
へ
と
御
神
霊
に
お
遷
り
戴
く
本
殿
遷
座
祭

遷
座
の
儀
、
翌
九
日
は
本
殿
遷
座
祭
奉
幣
の
儀
を
執
り
行
い
、
天
皇
陛
下
か
ら
の
御
幣
帛
を
御
神
前
に
奉
り
ま
し
た
。

そ
の
他
予
定
の
各
記
念
事
業
も
無
事
完
遂
し
、
清
々
し
い
御
本
殿
の
も
と
例
年
四
月
三
日
の
神
武
天
皇
祭
を
本
年
は
「
神
武

天
皇
二
千
六
百
年
大
祭
」
と
し
て
、
さ
ら
に
は
天
皇
陛
下
よ
り
の
御
幣
帛
を
大
前
に
奠
じ
、
我
が
国
の
建
国
の
祖
神
で
あ
る
神

武
天
皇
を
偲
び
奉
る
全
国
津
々
浦
々
よ
り
橿
原
神
宮
の
崇
敬
者
約
三
千
名
の
御
参
列
の
も
と
恙
無
く
祭
典
が
斎
行
出
来
得
ま
し

た
こ
と
、
洵
に
有
り
難
き
こ
と
と
存
じ
上
げ
て
お
り
ま
す
。

祭
典
当
日
の
午
後
、
畏
く
も
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
に
は
思
し
召
し
を
以
て
当
神
宮
に
御
参
拝
賜
り
、
内
拝
殿
の
奥
に
進
ま
れ

皇
祖
神
武
天
皇
の
大
前
に
立
玉
串
を
奉
ら
れ
御
拝
礼
あ
そ
ば
さ
れ
ま
し
た
。
両
陛
下
の
御
姿
に
、
皇
祖
神
武
天
皇
に
対
し
ま
す
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尊
崇
の
ほ
ど
を
拝
し
奉
り
只
々
有
り
難
く
、
お
帰
り
に
際
し
天
皇
陛
下
よ
り
「
橿
原
神
宮
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
頼
み

ま
す
」
と
の
優
渥
な
る
お
言
葉
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
は
、
洵
に
畏
れ
多
い
こ
と
と
て
小
職
を
始
め
職
員
一
同
感
慨
一
入
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
私
ど
も
神
職
職
員
一
同
は
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
隆
昌
、
国
民
の
安
寧
更
に
は
世
界
の
平
和
を
願
い
日
々
奉
仕

を
致
し
て
お
り
ま
す
が
、
此
の
度
の
陛
下
の
お
言
葉
を
胸
に
、
大
御
心
に
副
い
奉
る
べ
く
当
神
宮
の
奉
護
に
一
層
邁
進
す
る
決

意
を
新
た
に
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

神
武
天
皇
は
御
治
世
七
十
六
年
橿
原
宮
で
崩
御
あ
そ
ば
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
神
武
天
皇
の
建
国
の
大
精
神
は
こ
の
地
上
に

住
む
全
て
の
人
々
が
一
つ
の
家
族
の
様
に
仲
良
く
暮
ら
せ
る
世
の
中
の
実
現
で
あ
り
、
世
界
平
和
と
人
類
の
共
存
共
栄
を
願
う

八
紘
掩
宇
の
大
理
想
の
顕
現
で
あ
り
ま
す
。

今
日
我
が
国
の
内
外
は
甚
だ
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
将
来
的
に
も
決
し
て
安
穏
と
し
て
は
い
ら
れ
な
い

社
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
た
り
曾
て
我
々
の
先
人
達
が
国
難
に
際
し
神
武
天
皇
の
建
国
の
精
神
を
想
起

し
、
共
に
力
を
合
わ
せ
困
難
に
立
ち
向
か
っ
た
の
と
同
じ
様
に
、
今
の
時
代
を
生
き
る
我
々
も
神
武
建
国
を
偲
び
、
一
致
協
力

し
て
平
和
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
参
ら
ね
ば
と
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
神
武
天
皇
の
建
国
の
大
理
想
を
こ
の

橿
原
の
地
か
ら
大
い
に
発
信
し
て
行
く
の
が
橿
原
神
宮
の
使
命
で
あ
る
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
今
後
と
も
橿
原
神
宮
に
篤
い
お
心
を
お
寄
せ
頂
き
ま
す
と
と
も
に
御
祭
神
神
武
天
皇
皇
后
の
御
加
護
の
も
と
、

日
々
の
御
安
泰
を
お
祈
り
申
し
上
げ
挨
拶
旁
神
武
天
皇
二
千
六
百
年
に
あ
た
り
ま
し
て
の
報
告
と
致
し
ま
す
。

追
補

六
月
十
日
午
後
、
安
倍
総
理
に
は
橿
原
神
宮
森
林
遊
苑
で
の
遊
説
後
、
急
遽
神
武
天
皇
二
千
六
百
年
に
あ
た
り
橿
原
神
宮
に

参
拝
。
足
取
り
も
軽
く
内
拝
殿
に
進
み
建
国
の
祖
神
神
武
天
皇
の
大
前
に
拝
礼
さ
れ
ま
し
た
。

橿
原
神
宮 

宮
司　

久
保
田 

昌
孝
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【
特
別
寄
稿
】

本
年
三
月
八
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
斎
行
さ
れ
た
、
橿

原
神
宮
の
本
殿
遷
座
祭
「
遷
座
の
儀
」
と
「
奉
幣
の
儀
」
に

参
列
が
許
さ
れ
た
。

初
代
神
武
天
皇
が
崩
御
さ
れ
て
二
千
六
百
年
の
式
年
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
御
本
殿
檜
皮
屋
根
葺
替
工
事
竣
工
に

伴
い
、
勅
使
参
向
の
も
と
に
斎
行
さ
れ
た
も
の
だ
。
そ
れ

を
拝
し
つ
つ
、
今
回
の
神
事
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
、
昭
和

十
五
年
の
「
紀
元
二
千
六
百
年
」
の
こ
と
を
想
起
し
て
い
た
。

全
国
か
ら
延
べ
百
二
十
万
人
と
い
わ
れ
る
「
建
国
奉
仕
隊
」

の
勤
労
奉
仕
に
よ
っ
て
、
初
代
天
皇
を
祀
る
に
相
応
し
い

壮
大
か
つ
荘
厳
な
ご
社
殿
へ
と
、
趣
き
を
一
新
し
た
の
で

あ
る
。

こ
の
未
だ
か
つ
て
な
い
大
事
業
を
取
り
仕
切
っ
た
人
こ

そ
、
菟
田
茂
丸
宮
司
で
あ
っ
た
。

◆
◆
◆

菟
田
茂
丸
は
、
橿
原
神
宮
の
第
七
代
、
第
十
一
代
宮
司

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
同
職
を
二
度
奉
仕
し
た
人
で
、
神
社

界
で
も
極
め
て
稀
な
履
歴
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
伊
勢
の

神
宮(

以
下
「
神
宮
」)

の
少
宮
司
も
務
め
、
同
時
代
を
代

表
す
る
神
職
の
一
人
で
あ
っ
た
。

こ
の
宮
司
の
出
身
地
が
、
福
岡
県
遠
賀
郡
で
あ
っ
た
こ

と
は
興
味
深
い
。
近
く
に
は
、
神
武
天
皇
社
と
呼
ば
れ
る

旧
県
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。
橿
原
神
宮
の
ご
祭
神
神
武
天

皇
は
、
大
和
橿
原
の
地
で
初
代
天
皇
の
御
位
に
就
か
れ
た

が
、
そ
の
「
神
武
東
征
」
の
途
上
に
は
、
五
瀬
命
は
じ
め

三
人
の
皇
兄
を
失
う
艱
難
辛
苦
が
あ
っ
た
。
日
向
美
々
津

を
お
船
出
さ
れ
た
天
皇
は
、
菟
狭
の
後
に
「
筑
紫
国
の
岡

水
門
」
に
滞
在
さ
れ
た
が
、
こ
の
遠
賀
郡
の
芦
屋
町
こ
そ
、

岡
水
門
と
さ
れ
る
地
な
の
で
あ
る
。

昭
和
十
五
年
に
文
部
省
は
、
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
事

業
の
一
環
と
し
て
全
国
十
九
箇
所
に
「
神
武
天
皇
聖
蹟
顕

彰
碑
」
を
建
て
る
が
、
こ
の
神
武
天
皇
社
の
正
面
鳥
居
横

に
そ
の
顕
彰
碑
は
現
存
し
て
い
る
。

現
在
の
神
武
天
皇
社
の
ご
社
殿
は
、
神
宮
の
式
年
遷
宮

撤
下
古
材
で
再
建
さ
れ
た
も
の
だ
。
昭
和
二
十
年
の
空
襲

に
よ
っ
て
焼
失
し
た
の
で
あ
っ
て
、
平
成
十
二
年
に
神
宮

よ
り
拝
戴
し
た
と
い
う
。

か
く
し
て
橿
原
神
宮
の
「
中
興
の
祖
」
と
も
い
え
る
菟

田
宮
司
は
、
神
武
天
皇
所
縁
の
地
に
生
ま
れ
、
そ
の
敬
神

の
念
を
以
っ
て
奉
仕
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
奉
幣
の
儀
」
の

撤
下
品
と
し
て
、
昭
和
十
五
年
発
刊
の
宮
司
著
『
橿
原
の

遠
祖
』
の
復
刻
版
を
頂
戴
し
た
の
で
、改
め
て
読
ん
で
み
た
。

菟う

た田
茂い
か
し
ま
ろ丸
宮
司
の
余
光

宮
崎
神
宮 

権
宮
司　

 

黒
岩 

昭
彦　
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「
岡
ノ
水
門
が
、
即
ち
日
本
書
紀
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
神
武
天

皇
御
船
出
の
聖
地
で
あ
り
ま
す
」
と
綴
っ
て
あ
る
。

◆
◆
◆

三
月
二
十
八
日
に
図
ら
ず
も
菟
田
茂
丸
宮
司
の
墓
に
参

る
こ
と
が
出
来
た
。

そ
れ
は
、
遠
賀
郡
芦
屋
町
に
鎮
座
す
る
岡
湊
神
社
林
田

守
邦
宮
司
と
の
、
平
成
二
十
七
年
暮
れ
の
電
話
で
の
や
り

と
り
を
、
奇
し
く
も
橿
原
神
宮
参
拝
に
よ
っ
て
思
い
出
し

た
か
ら
で
あ
る
。

当
初
は
、
既
述
の
「
神
武
天
皇
聖
蹟
崗
水
門
顕
彰
碑
」

の
視
察
と
、
同
地
出
身
の
幡
掛
正
浩
元
神
宮
少
宮
司
が
、
昭

和
二
十
二
年
に
設
立
し
た
「
兄
弟
文
庫
」
の
話
で
も
聞
き

た
い
と
考
え
た
。

と
こ
ろ
が
、
幡
掛
少
宮
司
の
話
題
か
ら
、
同
じ
少
宮
司

を
務
め
た
経
験
を
持
ち
、
且
つ
同
地
出
身
で
あ
る
菟
田
宮

司
へ
と
導
か
れ
た
の
で
あ
る
。
聞
け
ば
そ
の
墓
は
、
遠
賀

郡
岡
垣
鎮
座
の
高
倉
神
社
の
近
く
に
あ
る
と
い
う
。

而
し
て
、
二
十
八
日
の
朝
に
岡
湊
神
社
に
到
着
す
る
と
、

宮
司
の
ご
子
息
・
林
田
浩
倫
権
禰
宜
が
対
応
し
て
下
さ
っ

た
。
神
社
で
簡
単
な
説
明
を
受
け
て
、「
神
武
天
皇
聖
蹟
崗

水
門
顕
彰
碑
」
が
据
え
ら
れ
て
い
る
神
武
天
皇
社
に
向
か
っ

た
。
石
碑
に
関
し
て
は
、
行
政
が
無
関
心
で
あ
る
状
況
や
、

維
持
管
理
が
難
し
い
と
も
語
ら
れ
た
。
こ
れ
も
神
武
天
皇

を
取
巻
く
現
実
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

そ
し
て
菟
田
宮
司
の
墓
に
向
か
っ
た
。
岡
湊
神
社
か
ら

車
で
十
分
程
の
所
で
、
高
倉
神
社
の
裏
手
に
あ
る
山
の
入

り
口
に
菟
田
家
の
墓
石
群
は
あ
っ
た
。
一
番
手
前
に
位
置

し
、
正
面
に
は
「
鎮
魂
比
翼
久
奥
城
」
と
刻
字
さ
れ
、
右

側
面
に
は
「
昭
和
四
十
三
年
二
月
十
九
日
享
年
九
十
七
歳
」

と
あ
る
。

菟
田
宮
司
は
、
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
事
業
の
成
功
と

共
に
、
昭
和
十
七
年
橿
原
神
宮
を
退
職
、
一
線
か
ら
身
を

引
い
た
。
郷
里
の
福
岡
に
戻
っ
て
来
た
が
、
そ
の
地
位
や

実
績
と
は
裏
腹
に
、「
寂
し
い
晩
年
」
の
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
た
と
は
、
林
田
宮
司
が
電
話
で
語
っ
た
感
想
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
宮
司
の
話
を
思
い
出
し
つ
つ
、
と
も
あ
れ
、
紀

元
二
千
六
百
年
事
業
の
功
労
者
に
祈
り
を
捧
げ
た
次
第
で

あ
る
。

顧
み
れ
ば
、
三
月
八
、九
日
の
橿
原
神
宮
で
の
「
神
武
天

皇
二
千
六
百
年
祭
」
に
係
る
神
事
の
参
列
が
契
機
と
な
っ

て
、
菟
田
宮
司
の
墓
前
に
導
か
れ
る
格
好
と
な
っ
た
。
神

武
天
皇
の
ご
偉
業
を
顕
彰
し
た
菟
田
宮
司
の
余
光
が
、
こ

の
地
に
筆
者
を
誘
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

黒く
ろ
い
わ岩

　
昭あ

き
ひ
こ彦

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
38
年
宮
崎
県
生
ま
れ
。
皇
學
館
大
学 

文
学
部 

神
道
学

科
卒
。
同
61
年
橿
原
神
宮
奉
職
。
平
成
3
年
神
社
本
庁
勤
務

を
経
て
、
同
20
年
宮
崎
神
宮
禰
宜
、
同
25
年
よ
り
現
職
。
編

著
に
『
塒
ね
ぐ
ら
定
む
る
』（
神
社
新
報
社
）、
共
著
に
『
昭
和
前
期

の
神
道
と
社
会
』（
弘
文
堂
）
が
あ
る
。
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本
殿
遷
座
祭
　
遷
座
の
儀
（
三
月
八
日
）

御
本
殿
檜
皮
屋
根
葺
替
工
事
の
た
め
、
御
本
殿
か
ら
幣
殿

ヘ
御
神
霊
に
お
遷
り
戴
く
仮
殿
遷
座
祭
が
平
成
二
十
六
年
十
月

二
十
九
日
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
三
十
九
年
ぶ
り
の
屋
根
工
事

の
た
め
、
御
神
霊
は
一
旦
、
仮
殿
と
な
る
幣
殿
に
御
鎮
ま
り
戴

き
ま
し
た
。
平
成
二
十
八
年
二
月
に
無
事
一
年
間
に
渡
る
工
事

が
完
了
し
、
祓
い
清
め
ら
れ
た
御
本
殿
ヘ
お
遷
り
戴
く
重
儀
「
本

殿
遷
座
祭 

遷
座
の
儀
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
奉
仕
者
の
手

に
持
つ
絹き

ん

垣が
い

（
絹
の
と
ば
り
）
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
『
御ぎ
ょ

』
を

中
心
に
、
御
勅
使 

北
島
清
仁
様 

御
参
向
の
下
、
四
十
名
を
超

え
る
神
職
に
よ
っ
て
渡
御
列
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
笏
拍
子
の

合
図
で
全
て
の
灯
り
が
消
さ
れ
、
浄
闇
の
中
、
御
の
お
進
み
に

な
る
祓
い
清
め
ら
れ
た
布ふ

單た
ん

の
道
を
「
オ
ー
」
と
い
う
警け
い
ひ
つ蹕
を

神
職
が
発
し
な
が
ら
、
粛
々
と
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
殿
遷
座
祭 

奉ほ
う
へ
い幣
の
儀
（
三
月
九
日
）

前
日
の
本
殿
遷
座
祭
が
無
事
斎
行
さ
れ
た

こ
と
を
祝
う
と
共
に
、
御
祭
神
の
常
若
、
御

大
恵
益
々
に
と
祈
念
す
る
祭
典
で
す
。
勅
祭

社
で
あ
る
橿
原
神
宮
の
重
儀
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
天
皇
陛
下
よ
り
御
幣
物
を
賜
り
、
祭

典
は
粛
々
と
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
に
葺

替
え
ら
れ
た
檜
皮
葺
屋
根
、
漆
黒
塗
り
の
建

具
、
光
輝
く
飾
り
金
具
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

清
々
し
い
御
本
殿
に
御
遷
り
戴
く
重
儀
「
本

殿
遷
座
祭
」
が
、
こ
の
奉
幣
の
儀
を
も
っ
て

斎
了
と
な
り
ま
し
た
。

御
鎮
座
記
念
祭
（
四
月
二
日)

橿
原
神
宮
御
鎮
座
を
お
祝
い
申
し
上
げ
る

目
的
で
、
創
建
翌
年
の
明
治
二
十
四
年
よ
り
現

在
ま
で
続
く
祭
典
で
す
。
神
賑
行
事
と
し
て
、

毎
年
恒
例
の
国
栖
奏
も
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

横
綱
鶴
竜
関
土
俵
入
（
四
月
二
日)

第
七
十
一
代
横
綱
・
鶴
竜
関
に
よ
る
土
俵

入
り
奉
納
行
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
前

回
は
、
平
成
二
年
に
当
時
の
横
綱
で
あ
る
千

代
の
富
士
関
と
北
勝
海
関
に
よ
っ
て
執
り
行

わ
れ
て
お
り
、
今
回
の
土
俵
入
り
奉
納
行
事

幣殿から御神霊が絹
きん

垣
がい

に囲まれて渡御される様子

先導の灯りに導かれ、御勅使が参進

辛
から

櫃
ひつ

の蓋を開け、御幣物を幣殿へ横綱・鶴竜関と太刀持ちの豊ノ島関、露払いの正代関
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天
皇
皇
后
両
陛
下
御
参
拝
（
四
月
三
日
）

神
武
天
皇
二
千
六
百
年
大
祭
斎
了
後
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が

橿
原
神
宮
へ
行
幸
啓
あ
そ
ば
さ
れ
ま
し
た
。
今
上
陛
下
・
皇
后

陛
下
の
御
参
拝
は
実
に
十
四
年
ぶ
り
と
い
う
事
も
あ
り
、
参
道

周
辺
は
両
陛
下
を
お
迎
え
し
よ
う
と
い
う
人
々
で
大
変
賑
わ
い

を
見
せ
ま
し
た
。
当
日
は
不
安
定
な
天
候
で
、
時
折
小
雨
も
降

り
ま
し
た
が
天
候
は
回
復
。
御
参
拝
賜
っ
た
後
は
宝
物
館
ヘ
移

動
さ
れ
、
明
治
天
皇
御
奉
納
の
太
刀
や
昭
憲
皇
太
后
御
奉
納
の

御
鏡
を
は
じ
め
、
数
々
の
宝
物
を
御
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。
両
陛

下
か
ら
宮
司
へ
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
場
面
も
あ
り
、
終
始

和
や
か
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

は
実
に
二
十
六
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。
午
前
中
に
「
御
鎮
座

記
念
祭
」
が
斎
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
土
俵
入
り
が
行

わ
れ
た
外
拝
殿
は
、
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
横
綱

が
四
股
を
踏
む
と
「
よ
い
し
ょ
！
」
と
参
拝
者
か
ら
歓
声
が
上

が
り
、
終
始
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

神
武
天
皇
二
千
六
百
年
大
祭
（
四
月
三
日
）

御
祭
神
で
あ
る
神
武
天
皇
の
御
聖
業
を
讃
え
る
祭
典
で
、
本

年
は
神
武
天
皇
が
崩
御
さ
れ
て
か
ら
二
千
六
百
年
の
式
年
の
年

に
あ
た
り
ま
す
。
当
日
は
午
前
十
時
か
ら
祭
典
が
斎
行
さ
れ
、

橿
原
神
宮
責
任
役
員
を
は
じ
め
、
神
社
関
係
者
、
崇
敬
者
を
含

め
約
三
千
名
に
御
参
列
戴
き
、
滞
り
な
く
、
百
年
に
一
度
の
式

年
大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

御幣帛を奉じて、宮司以下
祭員の参進

両陛下をお出迎えする崇敬者とお言葉を交わす場面も

宝物館にて宮司が両陛下へ「明治天皇御奉納太刀」について御説明

巫女による神楽扇舞の奉奏

祭典を見守る多くの御参列の方々 大祭斎了にあたり宮司より御挨拶
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平
成
二
十
八
年
祭
典
行
事
予
定

〈
八
月
〜
十
二
月
〉

八
月
一
日（
月
）〜
五
日（
金
） 

林
間
学
園

九
月
九
日（
金
） 

献
燈
祭

九
月
二
十
二
日（
祝
・
木
） 

秋
季
皇
霊
祭
遥
拝

十
月
三
日（
月
） 
秋
季
大
祭

十
月
十
七
日（
月
） 
神
嘗
奉
祝
祭

十
月
中
旬 

抜
穂
祭

十
月
一
日（
土
）〜

十
二
月
第
一
日
曜
日 

七
五
三
特
別
祈
祷

十
月
二
十
日（
木
）〜

十
一
月
二
十
三
日（
祝
・
水
） 

菊
花
展

十
一
月
三
日（
祝
・
木
） 

明
治
祭

十
一
月
二
十
三
日（
祝
・
水
） 

新
嘗
祭

 

橿
原
市
農
業
祭

十
二
月
二
十
三
日（
祝
・
金
） 

天
長
祭

十
二
月
二
十
八
日（
水
） 

煤
払
神
事

十
二
月
三
十
一
日（
土
） 

大
晦
大
祓

 

神
符
清
祓

 

除
夜
祭

毎
月
一
日
・
十
一
日
・
二
十
一
日
は
月
次
祭

を
斎
行
。

※

ご
参
列
ご
希
望
の
方
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

〒634-8550 奈良県橿原市久米町934
 TEL/0744‐22‐3271　FAX/0744‐24‐7720

発行日／平成28年8月
編集・発行／橿原神宮庁　
印刷／岡村印刷工業株式会社
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神
武
天
皇
が
崩
御
さ
れ
て
二
千
六
百
年
の
式
年
と
な
る
本

年
、
橿
原
神
宮
で
は
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
畑 

美
枝
子
氏
に
よ
る

奉
納
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
オ
ペ
ラ
の
本
場
、
イ

タ
リ
ア
で
実
績
を
積
み
、
帰
国
後
は
伊
勢
神
宮
を
は
じ
め
、
全

国
数
々
の
神
社
で
歌
曲
奉
納
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
畑
氏

の
歌
声
を
皆
様
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　
幼
少
よ
り
日
舞
を
は
じ
め

子
役
と
し
て
松
竹
市
川
猿
之

助
歌
舞
伎
や
二
期
会
歌
劇
・

「
夕
鶴
」「
カ
ル
メ
ン
」
な
ど

に
出
演
し
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
・

オ
ペ
ラ
に
興
味
を
覚
え
る
。

そ
の
後
渡
伊
し
、
パ
ル
マ
国

立
音
楽
院
声
楽
コ
ー
ス
に
入
学
。
在
籍
中
数
多
く
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
て

受
賞
。
イ
タ
リ
ア
古
典
曲
、
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
の
解
釈
と
伝
統
的
歌
唱

法
を
学
び
、
オ
ペ
ラ
デ
ビ
ュ
ー
。
日
本
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
歌
曲

等
の
演
奏
会
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
催
し
好
評
を
博
す
。
声
楽
の
指
導

に
も
あ
た
り
、
98
年
帰
国
。

　
帰
国
後
は
神
社
で
の
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト
を
精
力
的
に
行
い
、
第
62
回

伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
奉
祝
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト
、
第
34
回
賀
茂
御
祖
神
社

式
年
遷
宮
、
第
42
回
賀
茂
別
雷
神
社
式
年
遷
宮
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト
に
出

演
。又
イ
タ
リ
ア
、日
本
で
多
く
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
。

現
在
二
期
会
イ
タ
リ
ア
歌
曲
研
究
会
会
員
、
日
本
演
奏
家
連
盟
会
員
、

畑
チ
ェ
チ
リ
ア
ベ
ル
カ
ン
ト
研
究
会
創
立
。

　
昭
和
42
年
に
、
織
田
家
旧
柳
本
藩
邸
の
表
向
御
殿
を

移
築
、
復
元
し
た
も
の
で
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
文
華
殿
。

　
橿
原
神
宮
で
は
文
華
殿
と
そ
の
庭
園
を
春
に
引
き
続

き
、
秋
に
も
特
別
公
開
い
た
し
ま
す
。

期
間
：�

平
成
28
年
11
月
中
旬
〜
12
月
中
旬
（
予
定
）

神
武
天
皇
二
千
六
百
年
大
祭
記
念

畑は
た

美み

枝え

子こ 

ソ
プ
ラ
ノ
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト

平
成
28
年
10
月
3
日（
月
）

秋
季
大
祭
終
了
後
　
約
30
分
間

 

橿
原
神
宮 

文
華
殿

秋
季
特
別
公
開


